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高品質・低コストの合成石英材料で、液晶用大型フォトマスク基板市場に参入 

 

旭硝子株式会社 

 
ＡＧＣ（旭硝子株式会社、本社：東京、社長：石村和彦）は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）

液晶ディスプレイ用大型フォトマスク石英基板の販売を開始します。この製品は、ＡＧＣ

が長年培った合成石英製造・加工技術の応用により、高品質であると同時に低コストでの

生産が可能です。２０１１年よりＡＧＣエレクトロニクス株式会社（本社：福島）で生産

を開始し、２０１４年に３０億円の販売を目指します。 
 
ＴＦＴ液晶ディスプレイパネルの製造工程の一部であるパターニング工程では、フォト

マスクと呼ばれる、電子回路等の微細なパターンを描画した合成石英ガラスの上から光を

当てることで、ガラス基板に回路パターンを転写し、ＴＦＴ回路やカラーフィルターを形

成します。フォトマスクに使用される合成石英ガラスには、パターンを正確に投影するた

め、泡や歪が無く高純度であることが求められます。 
 
ＡＧＣは、ファインガラス、ファインケミカル等の技術を基に、これまで半導体製造向

けの合成石英製造・加工技術を高めてきました。特に、「泡や歪を無くすことで光の屈折の

変動を抑えた」、「高純度にすることでレーザーに対する耐久性を高めた」等の特長を持つ   

ＡｒＦレーザー用合成石英レンズ材は、お客様から高い評価を頂いています。また、高い

研磨技術（算術平均粗さ：Ra≦0.2nm）や洗浄技術を活かした製品等も数多く供給してい

ます。 
 
今回ＡＧＣは、これらの半導体製造向けに培った合成石英製造・加工技術を、より大型

化が要求される液晶用に応用し、新たに大型フォトマスク石英基板を開発しました。その

特長は以下の通りです。 
 

高光学品質 ：泡無し。歪無し（三方向脈理フリー） 
高純度 ：SiO2 純度 99.9999999％（従来品に比較して、3 桁不純物が少ない） 
大型化対応 ：第 10 世代以上にも対応可能 
低コスト ：従来品より低コストでの生産が可能 
 
ＡＧＣは、ガラス組成設計から加工に至る総合ガラス技術を活かし、ガラス基板等の  

ディスプレイ用部材に加え、製造工程用部材の供給を通じて、今後もフラットパネルディ

スプレイ市場の発展に貢献していきます。 
 

 

◎本件お問合せ先 旭硝子㈱広報・ＩＲ室長 上田 敏裕   

（担当：若杉 TEL:03-3218-5259、E-Mail:info-pr@agc.co.jp） 

 
 
 



 
 
＜参考資料＞ 

１．フォトマスク用石英基板イメージ 

 
 

２．液晶ディスプレイ製造工程 

 

①ガラス基板工程   ② パターニング工程  ③ セル工程   ④ モジュール工程 
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＜パターニング工程＞ 

ガラス基板 

フォトマスク パターン 



（各工程の概要） 

① ガラス基板工程 

ガラス基板を切断する。 

② パターニング工程 

露光、現像、エッチング、成膜を繰り返し、回路を作成する。 

③ セル工程 

前面板と背面板を組合わせ、その間に液晶物質を入れる。 

④ モジュール工程 

バックライトや駆動用電源などを組み付け、液晶ディスプレイを完成させる 

 

 

３．液晶用フォトマスクのバリューチェーン                       

 
フォトマスク用石英基板 →  ブランクス  → フォトマスク  ⇒ 液晶パネルメーカー  
 
 
当社が参入する領域 
 
 

４．フォトマスクとガラス基板の相関 

                           (mm) 
フォトマスクサイズ  ガラス基板サイズ 

1620×1780 第 10 世代 2800×3000 
1220×1400 第８世代 2200×2500 
850×1200 第７世代 1870×2200 
800×920 第６世代 1500×1850 
700×800 第５世代 1000×1300 
450×550 第４世代 680×880 

    


